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早 坂 憲 明 議員 柴 田 清 正 議員

保全会による泥上げ（板橋地内）

NPO法人「かねやま電雪」太陽光発電設備と空き家を活用した雪室（下向地内）

一
般
質
問

ま
ず
は
話
し
合
い
と
研

修
を

早
坂
憲
明
議
員

　兼
業
農

家
の
多
い
わ
が
町
に
お
い

て
、
規
模
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
、
老
若
男
女
、
年

齢
を
問
わ
ず
、
地
域
皆
が

参
加
し
て
、
活
躍
で
き
る

集
落
営
農
を
立
ち
上
げ
て
、

後
世
に
残
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

町
長

　非
常
に
重
要
な
課

題
と
と
ら
え
る
。
そ
の
地

域
が
何
を
課
題
と
し
、
何

を
目
的
に
ど
の
よ
う
な
団

体
を
設
立
さ
せ
る
の
か
、

地
域
で
の
話
し
合
い
が
重

要
で
あ
る
。

　町
で
は
、
今
年
度
当
初

予
算
の
中
で
、
集
落
へ
の

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

農
政
局
か
ら
、
集
落
営
農

担
当
の
方
を
招
き
、
参
考

と
な
る
概
要
を
聞
い
た
後

に
、
集
落
営
農
の
希
望
を

調
べ
て
、
直
接
話
を
す
る

機
会
を
設
定
し
た
い
。

　そ
の
後
、
具
体
的
に
集

落
営
農
に
つ
い
て
、
興
味

あ
る
集
落
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
、
農
協
な
ど
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

目
指
す
べ
き
集
落
営
農
の

有
り
方
を
描
き
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
有
効

な
の
か
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

地
産
地
消
市
場
の
開
設
を

早
坂
議
員

　町
の
中
心
部

に
、
町
民
生
活
の
主
軸
と

な
る
「
地
産
地
消
市
場
」

を
構
築
し
て
、
各
地
域
の

集
落
営
農
で
生
産
、
加
工

さ
れ
た
物
品
の
販
売
、
ま

た
、
商
店
が
顔
と
な
る
取

引
先
か
ら
の
輸
送
に
よ
る

直
接
販
売
な
ど
に
よ
り
、

農
家
も
商
業
も
中
小
企
業

も
調
和
し
て
、
活
性
化
で

き
る
、
独
自
の
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

　

　ま
た
、「
地
産
地
消
市

場
」
か
「
集
落
営
農
組
織
」

の
中
で
、
一
人
暮
ら
し
世

帯
な
ど
へ
の
食
材
提
供
、

冬
の
間
口
除
雪
、
雪
下
ろ

し
な
ど
、
配
膳
、
福
祉
、

介
護
な
ど
を
、
自
助
、
共

助
、
公
助
に
よ
り
、
内
部

循
環
す
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

町
の
考
え
は
。

　
　
　
　

産
業
課
長

　町
中
心
部
の

産
直
施
設
に
つ
い
て
は
、

建
設
中
の
高
規
格
道
路
に

８
市
町
村
合
同
で
の
「
道

の
駅
」
建
設
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
町
の
財

政
状
況
や
施
設
の
採
算
性
、

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
会
議
で
の
議
論
も
踏
ま

え
て
、
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
　
　

　平
成
２９
年
度
、
買
い
物

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
移
動
販
売
が
あ

れ
ば
利
用
す
る
方
は
約
３５

％
、
当
時
７０
歳
以
上
の
方

は
、
５０
％
で
あ
っ
た
。
５

年
を
経
過
し
て
お
り
、
当

時
よ
り
も
必
要
性
が
増
し

て
い
る
と
考
え
る
。

　目
的
を
達
成
す
る
手
段

と
し
て
、
集
落
営
農
組
織

が
良
い
の
か
、
別
組
織
が

良
い
の
か
、
地
区
組
織
が

受
け
皿
か
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
も
の
を
、
見
出

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

町
独
自
で
医
師
の
育
成
は

早
坂
議
員

　産
婦
人
科
医

師
や
小
児
科
医
師
を
、
町

独
自
で
人
材
育
成
し
て
、

子
供
を
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
を
、
整
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
長

　出
産
件
数
の
減
少

や
子
供
数
の
減
少
、
医
師

を
育
成
す
る
費
用
を
考
え

る
と
、
町
単
独
で
は
厳
し

い
。　医

師
確
保
自
体
は
、
県

と
し
て
も
難
し
い
課
題
で

あ
る
。
そ
の
中
で
産
婦
人

科
や
小
児
科
医
師
と
い
う

こ
と
は
、
至
難
の
技
で
あ
る
。

集落営農での
　　  地域づくりを
回答 重要な課題と とらえる

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
は
い
つ
頃
、
ど

の
よ
う
な
形
で

柴
田
清
正
議
員

　令
和
４

年
度
中
に
宣
言
す
る
と
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

推
進
し
て
い
く
の
か
。

町
長

　全
町
的
な
運
動
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
年

度
内
に
宣
言
を
行
い
、
ご

み
の
減
量
化
や
省
エ
ネ
、

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
な
ど
、
最
適

な
方
法
を
示
し
て
い
く
。

具
体
的
な
計
画
作
成
は

柴
田
議
員

　関
係
機
関
か

ら
補
助
を
受
け
る
た
め
に

も
具
体
的
な
計
画
策
定
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

町
長

　利
用
促
進
等
の
施

策
、
利
用
促
進
区
域
、
環

境
保
全
の
取
り
組
み
、
地

域
経
済
及
び
社
会
の
持
続

的
発
展
に
資
す
る
取
り
組

み
な
ど
を
定
め
た
地
方
公

共
団
体
実
行
計
画
の
「
区

域
施
策
編
」
の
策
定
が
必

要
で
あ
る
。

環
境
整
備
課
長

　本
議
会

の
補
正
予
算
と
し
て
「
地

域
脱
炭
素
実
現
に
向
け
た

再
エ
ネ
導
入
の
た
め
の
計

画
策
定
業
務
委
託
料
」
を

提
案
し
て
い
る
。

事
業
展
開
に
は
町
出
身

者
に
情
報
発
信
を

柴
田
議
員

　地
域
資
源
を

活
か
し
た
事
業
展
開
の
場

合
、
参
加
を
呼
び
掛
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
町
の
活
性

化
や
ふ
る
さ
と
寄
附
の
増

加
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

町
長

　定
期
的
な
情
報
発

信
や
今
月
開
催
さ
れ
る

「
東
京
金
山
会
」
に
お
い

て
も
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
や
廃
校
利
活
用

な
ど
の
話
題
に
つ
い
て
触

れ
て
き
た
い
。

営
利
目
的
で
な
い
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
へ
の
支
援
策
は

柴
田
議
員

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
地
域
と
一
体
と
な
り
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
事

業
を
展
開
し
た
場
合
の
支

援
策
は
な
い
の
か
。

町
長

　町
内
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
か
ね
や
ま
電
雪
」

が
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
や

雪
室
に
加
え
水
力
発
電
の

導
入
検
討
な
ど
果
敢
に
先

進
的
な
活
動
を
さ
れ
て
お

り
敬
意
を
表
す

る
も
の
で
あ
る
。

　水
力
発
電
等

の
施
設
整
備
は

多
額
の
経
費
を

要
す
る
も
の
で

あ
り
、
現
段
階

で
は
急
務
の
課

題
と
認
識
し
て

い
る
が
、
少
し

時
間
を
か
け
て

気
象
条
件
や
取

り
巻
く
環
境
な

ど
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一
般
質
問

再
エ
ネ
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
！

回
答

地
域
脱
炭
素
に
向
け
た
計
画
策
定


